
古紙配合率 100％再生紙を使用しています
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柳田地区の貴重な遺産「合
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　６月２日、大漁を祈る小木保育園の園児た
ちに見送られ、中型イカ釣船が出港しました。
　町の基幹産業のひとつであるイカ漁は、島
根県から北海道の日本海で、スルメイカを中
心に 12月末ごろまで行われます。

いざ、日本海へ。
旧柳田村で埋もれていた文化財、それが「合鹿椀」でした。能州木地師の伝

統を伝え、輪島塗の原形ともいわれるこの古代椀は、日常品として長く使
われてきたものの、食器が漆器から陶磁器へと変わる中で、その多くが捨てら
れたり蔵の中で眠っていました。
　しかし、合鹿椀は全国にある他の時代椀とは違い、柳田地区を中心に限られ
た地域で生産され、使用され、残された類のない漆器であり、その歴史的・文
化的価値は極めて高いものでした。
　厚手の木地に漆を塗り、装飾も少なく、黒一色の力強い造形美を見せる合鹿椀。
能登町が誇る貴重な文化遺産として後世に残し、伝えていきたいものです。


